
（様式５） 

令和  年  月  日 

 

大阪市長 

 

補助事業者 

住所 

 

氏名                             

 

 

補 助 金 交 付 申 請 書 

 

 

  大阪市民間老朽住宅建替支援事業について、補助金の交付を受けたいので、大阪市民間老朽住宅建替

支援事業建替建設費補助制度補助金交付要綱第６条第１項又は第２項の規定に基づき、次のとおり申請

します。 

 

 

記 

 

 

１ 建替計画敷地   大阪市  区 

 

２ 建 替 種 別  □隣地取得型戸建住宅建替  □単独建替  □共同建替 

 

 

３ 補助対象項目  □除却  □実施設計 

 

・   □工事監理  □共同施設整備  □災害時避難通路整備 

 

事業期間    工事契約日または工事契約予定日      年    月    日 

工事着手予定日              年    月    日 

事業完了予定日              年    月    日 

 

４ 交付申請額                円  

 

 

大 阪 市 記 入 欄 

承認番号 エリア チェック 1 チェック２ その他 

     



（様式３－２） 

申 請 額 内 訳 書（      年度分） 

１ 申請額計算書   

（注）ａ：大阪市民間老朽住宅建替支援事業建替建設費補助制度補助金交付要綱 別表３に定める補助率 
ｊ：「３ 費用の明細」の区分ごとの補助対象事業費（ｊ） 
ｂ＝ａ×ｊ （千円未満切り捨て） 
Ｚ：b－ｋ ただし、部分払金に係る申請にあっては、「４ 部分払金に係る申請額計算書」で算定した金額 
ｍ：ｄとｌのいずれか小さい値 
о：ｍ－ｃとｎのいずれか小さい値 
 
 

２ 住宅専用床面積による補助限度額（隣地取得型戸建住宅建替の場合は記載不要） 

（注）ａ：大阪市民間老朽住宅建替支援事業建替建設費補助制度補助金交付要綱 別表３に定める補助率 
ｊ：「３ 費用の明細」の各補助項目の補助対象事業費（ｊ） 
ｆ：建替事業計画承認（変更）時の値を限度とする。 
ｂ＝ａ×ｊ 、ｆ×ｇ （千円未満切り捨て） 
ｌ：補助対象項目ごとのｂの合計 

補 助 対 象 項 目 
補 助 率 

補 助 対 象 

事 業 費 
補 助 基 礎 額 

交 付 申 請 

済 額 

今 回 

申 請 額 備 考 

ａ ｊ   千 円 ｂ   千 円 ｋ   千 円 Ｚ   千円 

除 却 等 ／  
ａ×ｊ 

   

調査設計 

計 画 

実 施 設 計 ／      

工 事 監 理 ／      

共同施設 

整 備 

空 地 等 ／    

 

 

住宅用駐車施設整備 ／    

昇 降 機 設 置 工 事 ／    

  ／    

  ／    

災 害 時 避 難 通 路 整 備 ／      

合 計 
ｄ ｃ ｎ 

 

住宅専用床面積による補助限度額 
ｌ 

    

申 請 額 
ｍ   о 

 

 補 助 対 象 項 目 

補 助 対 象 面 積 

及 び 台 数 
限 度 額 単 価 補 助 率 

補 助 対 象 

事 業 費 
補 助 基 礎 額 備 考 

ｆ     ㎡ ｇ   千円 /㎡ ａ ｊ   千 円 ｂ   千 円  

 除 却 等  
 

／   
 

 

調 査 設 計 計 画 

・ 

共 同 施 設 整 備 

住宅専用床面積の合計 住宅専用床面積限度額単価 

 

 
  

住宅用機械式駐車施設台数 機械式駐車施設単価 

  

住 宅 専 用 床 面 積 

に よ る 

補 助 限 度 額 

 

ｌ  



３ 費用の明細 

                    
 

（注）Ｃ、Ｄ：千円未満切捨て 
ｊ：ＥとＦのいずれか小さい値 

ただし、既に除却等費の交付決定を受けている場合は、ｊ欄は当該決定に係る値を限度とする 
 

 
 
 

（２）調査設計計画 

 
（注）Ｉ、ｊ：千円未満切捨て 

Ｇ：小数第二位まで（小数第三位以下を切り捨て）とし、実施設計費の申請にあっては建替事業計画承認申請時、 
工事監理費の申請にあっては建替事業計画承認（変更）時の値を限度とする 

ｊ：ＩとＪのいずれか小さい値に住宅率（Ｋ）を乗じた値 
ただし、既に交付決定又は全体設計承認を受けている区分については、 
ｊ欄は当該決定又は承認に係る値を限度とする 

区 分 構 造 
補 助 対 象 面 積 
（評価証明面積） 
Ａ   ㎡ 

除 却 費 
限 度 額 単 価 
Ｂ  千円/㎡ 

限 度 額 
 

Ｃ    千円 

事 業 費 
(契約見込額) 
Ｄ    千円 

補 助 対 象 
事 業 費 

千円 
備 考 

除 却 費 等 
(整地費を含む) 

木 造   

Ａ×Ｂ  
 

 

非木造       

合 計   

 Ｅ Ｆ ｊ 

 

構 造 
延 床 面 積 

 
Ｇ ㎡ 

区 分 
限 度 額 

 
Ｉ    千円 

建 築 設 計 
（契約見込額） 
Ｊ    千円 

住 宅 率 
 
Ｋ 

補 助 対 象 
事 業 費 
j   千 円 

備 考 

□ＲＣ造  

□ＳＲＣ造 

□Ｓ造    

□         

(   ) 

 実施設計 
別表５  

 
％ 

（ＩとＪの小さい値）×Ｋ 
 

 工事監理 
別表６   

 

合  計  

（１）除却等  



（３）共同施設整備 

区 分 
補助対象面積 
 
Ｎ   ㎡ 

標準的な仕様による 
限 度 額 単 価 
Ｏ 千円/㎡ 

限 度 額 
 
Ｐ     千円 

事 業 費 
(契約見込額) 
Ｑ     千円 

補 助 対 象 
事 業 費 
ｊ   千 円 

備 考 

空

地

等 

通 路 整 備 費 
 外構 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ×О   
 

児 童 遊 園 整 備 費 
 

 
  

  

緑 地 整 備 費 
 

 
  

  

広 場 整 備 費 
 

 
  

  

計 
 

 
   

 

そ

の

他

の

施

設 

住 宅 用 駐 車 施 設 整 備 費 
 外構 

 
 
 

 
  

住宅用機械式駐車施設整備費 
住宅用機械式駐車施設 

台 
機械式駐車施設   

  

共 用 通 行 部 分 整 備 費 
（昇降機設置工事費以外） 

共用通行部分面積 主体   

 ※ 

昇 降 機 設 置 工 事 費 
延床面積 昇降機設置   

 ※ 

設

備 

電気室及び機械室建設費 
延床面積 設備   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＰとＱの計の 
小さい値 ※ 

消 防 施 設 整 備 費 
 

※ 

避 難 施 設 整 備 費 
 

※ 

監 視 施 設 整 備 費 
 

※ 

供

給

処

理

施

設 

給 水 施 設 整 備 費 
 

※ 

排 水 施 設 整 備 費 
 

※ 

電 気 施 設 整 備 費 
 

※ 

ガ ス 施 設 整 備 費 
 

※ 

電 話 施 設 整 備 費 
 

※ 

ごみ処理施設整備費  ※ 

計 
    

※ 

包 括 積 算 施 設 整 備 費 
延床面積 主体+設備+昇降機設置 Ｎ×О×包括積算率 契約見込額×包括積算率   

（注）Ｐ、Ｑ、ｊ：千円未満切捨て 
※の行は包括積算施設整備費を記入した場合は記入不要 
Ｎ：小数第二位まで（小数第三位以下を切り捨て）とし、建替事業計画承認（変更）時の値を限度とする 
ｊ：ＰとＱのいずれか小さい値 

ただし、既に共同施設整備費の交付決定又は全体設計承認を受けている場合は、 
ｊ欄は当該決定又は承認に係る値を限度とする 

 
（４）災害時避難通路整備 

区 分 

補助対象面積 

 

Ｒ    ㎡ 

標準的な仕様による 

限 度 額 単 価 

Ｓ  千円/㎡ 

限 度 額 

 

Ｔ     千円 

事 業 費 

(契約見込額) 

Ｕ   千円 

補 助 対 象 

事 業 費 

   千 円 

備 考 

通 路 整 備 費  
外構 Ｒ×Ｓ  ＴとＵの小さい値 

 

門 扉 整 備 費 
門扉   
 

    箇所 

門扉    

 

サ イ ン 整 備 費 
サイン  
 

    箇所 

サイン    

 

合 計 ｊ  

（注）Ｔ、Ｕ、ｊ：千円未満切捨て 
   Ｒ：小数第二位まで（小数第三位以下を切り捨て）とする 

ｊ：ＴとＵのいずれか小さい値の合計 
     ただし、既に災害時避難通路整備費の交付決定を受けている場合は、ｊ欄は当該決定に係る値を限度とする 



４ 部分払金に係る申請額計算書  

区 分 

事 業 費 （ 契 約 見 込 額 ） 

補助基礎額 

 

ｂ  千円 

乗 率 

 

Ｙ 

今 回 

申 請 額 

  千 円 

備 考 

千円 

う ち 、 今 年 度 の 部 分 払 金 

限 度 額 

Ｖ  千円 

事 業 費 

Ｗ  千円 

補 助 対 象 

事 業 費 

Ｘ  千円 

調 査 

設 計 

計画費 

工 事

監 理 

建築設計費Ｉ Ｉ×30％ 前払金 ＶとＷの小さい方  ｂ／Ｉ 

 

 

 

 

％ 

ＸｘＹ 

 

 中間金 Ｗ ＸｘＹ×90% 

 

計 
Ｚ 

 

共 同 施 設 

整 備 費 

建設工事費Ｈ Ｈ×40％ 前払金 ＶとＷの小さい方  ｂ／Ｈ 

 

 

 

 

％ 

ＸｘＹ 

 

 中間金 Ｗ ＸｘＹ×90% 

 

計 
Ｚ 

 

（注）Ｖ、Ｗ、Ｚ：千円未満切捨て 
   Ｙ：小数第二位まで（小数第三位以下を切り捨て）とする



 

（様式３－３） 

令和  年  月  日 

 

大阪市長 

 

建 設 工 事 計 画 書 

 
作成者                  

 

工事場所  大阪市    区 

 
 
       年月 

年

項目 

令和  年 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 

工

程

表 

解 体 工 事                               

建 築 工 事                               

外 構 工 事                               

検査済証の交付 

建替完了報告 
                              

部

分

払

予

定

日 

建 設 工 事 費                               

工 事 監 理 費                               

（注）工程表は棒状に表してください。また、部分払予定日は点で表したうえで予定額を記載してくだ

さい。 


